
























録」と省略）と対応している。 『承和五年目録』 、 『在唐送進録』の目録において見られた文字の異同と同様のものや、旧字体と常用字体、正字と異体字の相違などは本稿では省略した。
 また、本稿に記載の将来物の名称は、青蓮院本に



















































































































































































































いた時に文殊菩薩が八不中道 徳を讃嘆したことを説き明かしたものである（ 『仏書』 ） 。34『仁王般若念誦法経』一巻（ 『大正』一九・五一九・№九九五、不空訳）
　
高本、 『大正』本は「不空」を補う。 『大







































輪観の瑜伽行法を内容としている。不空訳とされるが、その成立年代は疑問が持たれている。 『大方広仏華厳経入法界品』 うち、四十二字の字門を字輪として観想する方法 説かれている（ 『大蔵』 ） 。43『観自在菩薩如意輪念誦法儀軌』一巻
　
不空（ 『大正』二〇・二〇三・№一〇八五『観自在菩薩如意輪念誦儀軌』 ）
四度加行の如意輪念誦法次第の原本であるとされる（ 『仏書』 ） 。44『仏頂尊勝陀羅尼念誦儀軌経』一巻
　
不空
 （ 『大正』一九・三〇四・№九七二『仏頂尊勝陀羅尼念誦儀軌法』 ）
　






























































































































































羅尼経』 （№一〇七五）と同本異訳であるが、本経では不空の考えが打ち出されており、相違が見られる（ 『大蔵』 ） 。78『七俱胝仏母准提陀羅尼念誦儀軌 一巻（ 『七倶胝仏母所説准提陀羅尼経』の内）
　『仏説七倶胝仏母准提陀羅尼経』






















を受ける功徳 その功徳を菩提に廻向することなどが説かれ 大蔵87『般若波羅蜜多心経』一巻（ 『大正』八・八四・№二五一
　『大般若経』などの諸般若経の根本思想である空観や





が説かれ、四法を成就して得られ 陀羅尼の功徳も説かれる（ 『大蔵』 ） 。90『大仏頂広聚陀羅尼経』五巻（ 大正』一九・ 五五・№九 六、失訳）
　
密教の諸々の条件が雑多に収録された仏





























































（アラパチャナ）の念誦法とその字義、供養法やその功徳などが説かれる（ 『大蔵』 ） 。105『普賢菩薩行願讃』一巻
　
不空（ 『大正』一・八八〇・№二九七）
　『四十華厳』 （ 『大方広仏華厳経』 、 『大正』一
































切の疾病を治す陀羅尼とその功徳 説く（ 『 蔵』 ） 。113『仏説救拔焰口餓鬼 経』一巻（ 『大正』二一・四六四・№一三一三、不空訳）
　
世尊が阿難に焔口餓鬼を救援













































形態の整ったものであり、五仏頂に通じて説かれている（ 『仏書』 ） 。122『大威力烏枢瑟摩明王経』二巻
　
北天竺三蔵阿質達霰訳（ 『大正』二一・一四二・№一二二七）金剛手菩薩が仏



















































大将（太元帥明王）が苦悩する比丘に慈悲心を起こし、太元帥明王の三種の陀羅尼を説く（ 『大蔵』 ） 。132『金剛頂経大瑜伽秘密心地 門義訣』一巻（ 『大正』三九・八〇八・№一七九八）
　『金剛頂瑜伽中略出念誦経』の































雀明王陀羅尼を授けた話を中心に、孔雀明王陀羅尼の功徳を敷衍する内容である（ 『大蔵』 ） 。139『仏説金剛頂瑜伽中略出念誦法』六巻（ 『大正』一八・二二三・№八六六）
　『大正蔵経』によると唐開元十一年

















































































法を受けた長安・浄影寺の僧侶であることが分かるが、 『巡礼記』にそ は見られず、考察を要する。随求八印法を結び懺悔することによりあらゆる罪障が消除すると説き、さらにこの印を受持する功徳が説かれる（ 『大蔵』 ） 。161『金剛頂瑜伽三十七尊出生義』一巻（ 『大正』一八・九七 №八七二）
　
青本以外の諸本はこの書目を欠く。金剛界





を「添」とするが誤りである。仏が給孤独園 て不動如来と滅悪趣王如来所説の陀羅尼とその功徳を説く（ 『仏書』 ） 。164『観自在菩薩心真言一印念誦 』不空（ 『大正』二〇・二二一・№一〇四一）
　
青本、 『全書』本は「法」の字を欠



















り、聖天の供養法と浴油法を説く（ 『大蔵』 ） 。167『大自在天法則儀軌』一巻（ 『秘密儀軌集』二巻）
　
毘那夜迦天が鶏羅山において諸天衆、大梵天などに対して稽首





































十八章となっており、円仁はそのうちの二巻を持ち帰ったのであろうか。不空羂索観音の真言陀羅尼、念誦法、曼荼羅、功徳などを説き、密教 典としては浩瀚なものとされている。第六十八章では、光明真言が説かれることで知られる（ 仏書』 、 『大蔵』 ） 。179『慈氏菩薩略修愈誐念誦法』二巻（ 『大正』二〇・五九〇・№一一四一、善無畏訳）
　
青本以外の諸本はこの書目を


















正』二一・一〇二―一一八 №一二二二）を、 行形式の次第にまとめたも である（ 『仏書』 ） 。183『大輪金剛修行悉地成就及供養法』 巻（ 『大正』二一・一六六・№一二三一、失訳）
　
一説に金剛智訳ともされる。
『金剛頂経』によって大輪金剛法を説くが、この修法は大輪金剛の真言を唱えることにより全ての悉地を獲得するものであり、十八道立てになっている（ 『大蔵』 ） 。188『金剛童子持念経』一巻（ 『大正』二 ・一三三・№ 二二四、失訳）
　
金剛童子法すなわち金剛童子に供養する修
























迦林にて、貧困や疾病から離れる手段を問うた長者の妙月に持世陀羅尼を教示する内容である（ 『大蔵』 ） 。336『大慈大悲救苦観世音自在王菩薩広大円満無礙自在青頸大悲心真言一巻』 （ 『大正』二〇・四九八・№一一一三Ｂ）雑密に属する青頸法の仏典で、冒頭に梵字・音訳 順で陀羅尼を挙げて解説し、青頸 悲心印を挙げている（ 『仏書』 、 蔵』 ） 。337『大随求陀羅尼経』二巻上下（ 『大正』二〇・六一六・№一一五三『普遍光明清浄熾盛如意宝印 無能勝大明王大随求陀羅尼経』 ）
　
青本以外の諸本はこの書目を欠く。世尊が大随求陀羅尼などの陀羅尼とその聴問聞、受持読誦、
書写携帯の功徳を説く（ 『 蔵』 ） 。同名の書目として、 『普遍光明大随求陀羅尼経』二巻 「新求目録」
342）が見ら
れる。343『阿密哩多軍荼利法』一巻（ 『大正 二一・四九・№一二一二『西方陀羅尼蔵中金剛族阿蜜哩多軍吒利法』 ）
　
甘露





者名は「若那」とされる。若那が崇福寺僧普能のために口述したもので、画像法、造壇法、三十八種類の成就法が明らかにされている（ 『仏書』 ） 。350『摩醯首羅天王法』一巻 大正 二一・三三九・№一二七九『摩醯首羅天王法要』 ）
　
摩醯首羅天（大自在天）の






第十六に説かれる阿字観門の実践と功徳について、 『大日経疏』 （ 『大毘盧遮那成
仏経疏』 、 『大正』三九・五七九・№一七九六）に基づき詳述している（ 『大蔵』 ） 。371『大毗盧遮那成仏神変加持経』七巻無畏又有二巻（ 『大正』一八・一 八四八）
　
本書は全体で七巻三十六章より






什訳が二巻収録されている。大乗菩薩戒の根本経典である。教主盧舎那報身 上巻にお て菩薩の階位、下巻で十重四十八軽戒相を細かに説明している（ 『大蔵 ） 。377『曹渓山第六祖恵能大師説見性頓教直了 決定無疑法宝記檀経
　
門人法海訳（ 『大正』四八・三三七・
№二〇〇八、法海集『南宗頓教最上 乗摩訶般若波羅蜜 六祖慧能大師於韶州大梵寺施法宝壇経』 ）
　「門人法海」



































































正』五五・一一四五・№二一八三）の記載 同様であるが こちらは勝荘述ではなく「神泰」 する。415『因明義心』一巻
　
本書は現存していないが、唐代の道献述とされ、蔵俊の『因明大疏抄』 （ 『大正』六八・四三
七・№二二七一）に援引される（ 仏書』 ） 。421『宗四分比丘随門要行儀』 巻（ 『大正』八五・六五四・№ 七九一『宗四分比丘随門要略行儀』 ）
　
本書は敦煌出
土本が現存している。六十巻からなり、 『十誦律 （№一 三五） 、 五分律』 （№一四二一） 、 『摩訶僧祇律』 （№一
慈覚大師円仁将来目録の研究（3















儀』とある。荷沢神会撰、 『神会語録』の古型とされる（ 『禅学大辞典』 ） 。442『徴心行路難』一巻
　「徴」を青本は「微」とするが、本書は敦煌出土本（スタイン六〇四二）が存在しており、







よると、 『新唐書 藝文志、史部職官類に「李吉甫元和百司挙要」とあり、唐憲宗朝の宰相李吉甫（七五八―八一四）によって唐代の官制を簡略に記述したものであるとされる。 『唐会要』巻三十六では三十巻となっ おり、そのうちの一巻を将来したのであろう 青本には「進官了」とあり、帰国後朝廷に献上されたも かと思わ る。452『両京新記』三
　『新唐書』藝文志、史部地理類に「韋述両京新記五巻」とあり、撰者は唐の韋述（？―七五七）



























































































門』 （ 『大正』四六・五四九・№一九一七）が著されているが、これは天台大師が南岳大師より伝えられた三種の止観（漸次止観・不定止観・円頓止観）のうち、不定止観 ついて説いたものである。真人元開撰『唐大和上東征伝』 （慧超記『遊方記抄 往五天竺国伝、 『大正』五一・九九三ａ・№ 〇八九）によると、鑑真和上将来品の中に「天台止観法門、玄義文句各十巻、四教儀十二巻、次第禅門十一巻、行法華懺法一巻、小止観一巻、六妙門一巻」とあり、 『六妙 の日本への伝来は天平勝宝五年（七五三 の鑑真（六八八―七六三）によるものであり、青本記載の「釈上宮疏」はおそらく誤りであろう。521『勝鬘経疏義私抄』一巻雑揚法雲寺明空述（ 『卍続蔵 ・三四・四、 『大日本仏教全書』四・ 『勝鬘経疏義私鈔』 ）
　
青本は「私」を「和」とするが誤りである。高本は「尺上宮疏」を補う。推古十九年（六一一）に、聖徳太















　「構波」を高本は「樺皮」 、 『全書』本は「搆皮」 、
『大正蔵経』本は「
皮」とするが不明である。本書は南岳大師慧思（五一五―五七七）の述作である。 「随自意三









































































本、 『全書』本は「尺」とする。僧侶恵行（高本、 『大正蔵経』本は「恵詳」 ）については未詳である。636『量処軽重義』一巻
　






































今回は、主に『大正新脩大蔵経』 （ 『大正蔵経』 ）に収載の現存する仏典を中心に、 『入唐新求聖教目録』に記載の書目

































についてさらに詳細に検討していかなければなら いであろう。また、円仁伝承のこ 五会念仏が、比叡山 みならず、日本浄土教に及ぼした事項につい も今後の課題として視野に入れておきたい。　
最後に、揚州については唐梵両字の真言（
582）や讃（





































8）辛徳勇「唐長安城の基本的文献」 （ 『都市文化 』二号、二〇〇三年）一七八頁。
慈覚大師円仁将来目録の研究33
（9）牧田諦亮「慈覚大師将来録より観たる唐仏教の一面」 （福井康順編『慈覚大師研究』天台学会、一九六四年）六九七―六九八頁。
（
（0）利渉法師については、牧田諦亮「唐長安大安国寺利渉について」 （ 『東方学報』第三一冊、一九六一年）に詳しい。
（
（（）前掲論文（
9）。
（
（（）武覚超『中国天台史』
（叡山学院、一九八六年）六六頁。
（
（3）前掲書
3） 、第二巻（鈴木学術財団、一九六六年）四三二頁。
（
（4）小野勝年『中国隋唐長安寺院史料集成』史料編（法蔵館、一九八九年）一五三頁。
34
